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○
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告

示

山
口
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。当

該
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基

づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
令
和
二
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
十
月
十
三

日
ま
で
の
間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
岩
国
市
環
境
部
環
境
保
全
課
に
お
い
て
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

東
洋
紡
株
式
会
社

住

所

大
阪
市
北
区
堂
島
浜
二
丁
目
二
番
八
号

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

東
洋
紡
株
式
会
社
岩
国
事
業
所

所
在
地

岩
国
市
灘
町
一
番
一
号

三

特
定
施
設
の
種
類

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
二
十
一
号
の
化

学
繊
維
製
造
業
の
用
に
供
す
る
湿
式
紡
糸
施
設
及
び
原
料
回
収
施
設
、
同
表
第
三
十
一
号
の
メ
タ
ン

誘
導
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
又
は
四
塩
化
炭
素
の
製
造
施
設
の
う
ち
蒸
留
施

設
、
同
表
第
三
十
三
号
の
合
成
樹
脂
製
造
業
の
用
に
供
す
る
縮
合
反
応
施
設
並
び
に
同
表
第
三
十
七

号
の
石
油
化
学
工
業
の
用
に
供
す
る
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
又
は
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
の
製
造
施

設
の
う
ち
蒸
留
施
設
及
び
濃
縮
施
設

四

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
内
容

特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処
理
の
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
表

の
と
お
り
変
更
を
生
じ
る
。

一
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処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

活
性
汚
泥
処
理
施
設

処
理
前

変
更
前

六
・
七

六
・
五

～

七
・
三

四
七
五

五
四
〇

五

一
〇
検
出
せ
ず

二
九
・
七

三
三
・
七

〇
・
四

〇
・
五

八
一
四

九
一
五

変
更
後

〃

〃

五
七
二

六
六
一

〃

〃

〃

七
三
・
二

八
〇
・
二

〇
・
七

〇
・
八

七
八
五

八
〇
二

処
理
後

変
更
前

〃

〃

一
〇
八

一
一
六

九
七
五

九
八
〇
〃

二
九
・
七

三
三
・
七

〇
・
四

〇
・
五

八
一
四

九
一
五

変
更
後

〃

〃

二
〇
二

二
二
五

〃

〃

〃

一
八
・
三

一
八
・
三

〇
・
七

〇
・
七

七
八
五

八
〇
二

排
水
処
理
施
設

処
理
前

変
更
前

〃

〃

一
九
・
七

二
八
・
五

五

二
五
〃

一
七
・
四

二
〇
・
八

〃

〇
・
八

⟊⟉⟉、⟏⟐⟌

⟊⟊⟒、⟎⟊⟍

変
更
後

〃

〃

二
一
・
三

二
四
・
五

〃

〃

〃

一
八
・
七

一
八
・
七

〃

〇
・
七

九
四
、
一
三
八

⟊⟊⟊、⟏⟑⟒

処
理
後

変
更
前

〃

〃

一
八
・
七

二
七
・
九

四

二
〇
〃

一
七
・
四

二
〇
・
八

〃

〇
・
八

⟊⟉⟉、⟏⟐⟌

⟊⟊⟒、⟎⟊⟍

変
更
後

〃

〃

二
一

二
三
・
二

〃

〃

〃

一
八
・
七

一
八
・
七

〃

〇
・
七

九
四
、
一
三
八

⟊⟊⟊、⟏⟑⟒

五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

項

目

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

鉱
油
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

No．1

排

水

口

変
更
前

六
・
七

六
・
五

～

七
・
三

一
三
・
六

五
〇

四

二
五
検
出
せ
ず

一
一
・
四

一
三
・
七

〇
・
五

〇
・
六

一
五
五
、
七
四
七

二
〇
一
、
九
三
九

変
更
後

〃

〃

一
四
・
五

〃

〃

〃

〃

一
二
・
一

〃

〃

〃

一
四
五
、
六
九
二

一
八
九
、
九
八
七

No．2

排

水

口

変
更
前

七

六
・
六

～

七
・
四

六
・
五

〃

五

〃

〃

〇
・
六

〇
・
七

〇
・
三

〇
・
三

二
一
、
五
〇
〇

二
五
、
五
九
〇

変
更
後

〃

〃

四

〃

〃

〃

〃

〇
・
二

〃

〇
・
一

〃

九
、
五
五
三

一
一
、
四
二
一

二
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公

告

（
二
一
二
）
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
調
査

の
成
果
を
次
の
と
お
り
認
証
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

国
土
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称
等

国
土
調
査
を

行
っ
た
者
の

名
称

国
土
調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

国
土
調
査
を
行
っ
た
地
域

下

松

市

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
二
年
二
月
十
二
日
ま
で

下
松
市
地
籍
図

下
松
市
地
籍
簿

大
字
河
内
の
一
部

二

認
証
年
月
日

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

（
二
一
三
）
土
地
改
良
区
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地

改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

就
任
し
た
役
員

土
地
改
良
区
の
名
称

理
事
の
別

監
事

氏

名

住

所

下
関
市
豊
浦
町
土
地
改
良

理

事

益
田

豊

下
関
市
豊
浦
町
大
字
室
津
上
四
五
三

区〃

〃

森
村

和
明

〃

〃

大
字
室
津
下
八
五
一

〃

〃

折
戸

三
也

〃

〃

大
字
厚
母
郷
三
八
の
一

〃

〃

尼
子

和
男

〃

〃

大
字
黒
井
一
二
八
九

〃

〃

森
脇

清
聖

〃

〃

大
字
吉
永
八
五
〇

〃

〃

北
本

毅
彦

〃

〃

大
字
涌
田
後
地
六
三
九

〃

〃

栢
多

英
治

〃

〃

大
字
川
棚
二
八
四

〃

〃

豊
田

德
久

〃

〃

〃

五
九
九
六

〃

〃

小
田

紘
幸

〃

〃

〃

六
六
六
三

〃

〃

戸
島

通
裕

〃

〃

〃

四
三
九
七

〃

〃

井
藤

博
文

〃

〃

大
字
小
串
二
五
一
六

〃

〃

中
村

徳
雄

〃

〃

大
字
宇
賀
五
八
二
四

〃

〃

桝
本

辰
男

〃

〃

〃

八
〇
一
一

〃

監

事

福
永

晋

〃

〃

大
字
室
津
上
四
八
三

〃

〃

濵
井

久
志

〃

〃

大
字
涌
田
後
地
六
七
一
の

二

〃

〃

矢
田
部
和
男

〃

〃

大
字
川
棚
四
四
二
八

〃

〃

野
村

幹
夫

〃

〃

大
字
宇
賀
八
〇
一
三

二

退
任
し
た
役
員

土
地
改
良
区
の
名
称

理
事
の
別

監
事

氏

名

住

所

下
関
市
豊
浦
町
土
地
改
良

理

事

上
部

捷
宣

下
関
市
豊
浦
町
大
字
厚
母
郷
五
七
二

区〃

〃

藤
本

久
雄

〃

〃

大
字
小
串
四
八
七
の
二

〃

〃

森
村

和
明

〃

〃

大
字
室
津
下
八
五
一

〃

〃

新
田

幸
久

〃

〃

大
字
涌
田
後
地
七
〇
五

〃

〃

西
山

好
和

〃

〃

大
字
吉
永
五
三
一

〃

〃

増
田

忠
男

〃

〃

大
字
黒
井
五
〇
四

〃

〃

藤
村

忠
海

〃

〃

大
字
川
棚
七
一
二
五
の
三

〃

〃

小
田

紘
幸

〃

〃

〃

六
六
六
三

〃

〃

栢
多

英
治

〃

〃

〃

二
八
四

〃

〃

戸
島

通
裕

〃

〃

〃

四
三
九
七

〃

〃

池
田

速
夫

〃

〃

大
字
宇
賀
六
五
三
三

〃

〃

中
村

徳
雄

〃

〃

〃

五
八
二
四

〃

監

事

福
永

晋

〃

〃

大
字
室
津
上
四
八
三

〃

〃

中
務

秀
平

〃

〃

大
字
涌
田
後
地
六
八
三

〃

〃

藤
本

正
三

〃

〃

大
字
宇
賀
六
一
五
九

〃

〃

矢
田
部
和
男

〃

〃

大
字
川
棚
四
四
二
八

三

山 口 県 報 （定期） 第 140 号令和２年９月23日 水曜日



（
二
一
四
）
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了

次
の
と
お
り
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
業
の
名
称

県
営
二
島
西
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
第
一
換
地
区
）

二

工
事
完
了
の
時
期

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

一

事
業
の
名
称

県
営
二
島
西
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
第
二
換
地
区
）

二

工
事
完
了
の
時
期

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日

（
二
一
五
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岩
国
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
三
次
元
点
群
測
量
）

二

作
業
の
地
域

岩
国
市

三

作
業
の
期
間

令
和
二
年
九
月
十
七
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

（
二
一
六
）
公
共
測
量
の
実
施
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
周
南
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
の
実
施
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ

り
ま
し
た
。

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
出
来
形
確
認
測
量
）

二

作
業
の
地
域

周
南
市
大
字
富
田

三

作
業
の
期
間

令
和
元
年
九
月
四
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
四
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

田

中

一

郎

直
接
請
求
の
種
類

根

拠

規

定

必

要

な

有

権

者

の

数

県
条
例
の
制
定
又
は
改

廃
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
四

条
第
一
項

二
三
、
〇
五
六

県
の
事
務
の
執
行
に
関

す
る
監
査
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
五

条
第
一
項

四
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県
議
会
の
解
散
の
請
求
地
方
自
治
法
第
七
十
六

条
第
一
項

二
四
四
、
〇
九
九

県
議
会
の
議
員
の
解
職

の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
条

第
一
項

下
関
市
選
挙
区

七
三
、
一
四
四

宇
部
市
選
挙
区

四
六
、
〇
二
一

山
口
市
選
挙
区

五
三
、
〇
二
三

萩
市
・
阿
武
町
選
挙
区

一
四
、
四
〇
一

防
府
市
選
挙
区

三
二
、
五
二
三

下
松
市
選
挙
区

一
五
、
七
〇
二

岩
国
市
・
和
木
町
選
挙
区

三
九
、
〇
六
六

光
市
選
挙
区

一
四
、
三
五
三

長
門
市
選
挙
区

九
、
六
五
九

柳
井
市
選
挙
区

九
、
〇
二
三

美
祢
市
選
挙
区

六
、
九
三
五

周
南
市
選
挙
区

三
九
、
八
六
七

山
陽
小
野
田
市
選
挙
区

一
七
、
三
五
八

周
防
大
島
町
選
挙
区

四
、
六
七
六

上
関
町
・
田
布
施
町
・
平
生
町
選
挙
区

八
、
五
一
六

知
事
の
解
職
の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
一

条
第
一
項

二
四
四
、
〇
九
九

副
知
事
、
県
の
選
挙
管

理
委
員
若
し
く
は
監
査

委
員
又
は
公
安
委
員
会

の
委
員
の
解
職
の
請
求
地
方
自
治
法
第
八
十
六

条
第
一
項

県
の
教
育
委
員
会
の
教

育
長
又
は
委
員
の
解
職

の
請
求

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
一
項

四
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令
和
二
年
九
月
二
十
三
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


